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ESGマネジメントサポートサービス（ESG-MSS）

⽇⽴内での実証を通して、以下の特⻑を持つサービスを実現しました。
① 部署・プロジェクト単位でスモールスタートし、導⼊後に利⽤範囲を拡⼤することが可能です
② インターフェースにExcelを⽤いることで、データ定義をユーザーが簡単に⾏えます
③ データの提供依頼をクラウドサービスから⾏い、収集状況のステータス管理、エラーチェックを⾃動化します
④ 組織変更などに伴うデータの組み換えを、柔軟に⾏うことができます

特⻑

ESGデータを統合的に管理可能な
サステナブル経営を推進するクラウドサービス

本サービスは、法令やIRで求められるESGに関わるデータ(KPI)の収集を効率的に⾏うため、ユーザー⾃ら必要
なデータの定義を簡単にでき、収集作業から分析までをデジタルでサポートすることで、ESG経営の推進に貢献
します。

提供価値

ESG情報の収集
による可視化

ESG情報の収集
による可視化

改善施策の
⽴案・実⾏
改善施策の
⽴案・実⾏

ESG施策の
モニタリング・開示

ESG施策の
モニタリング・開示

ESG目標設定
(マテリアリティ特定)

ESG目標設定
(マテリアリティ特定)

ESG推進
ステップ

ESG-MSSのサービススコープ

ESGデータ

可視化

部署・プロジェクト単位での導入が可能特⻑①
部門A 部門B グループ会社C 取引先D

特⻑③

機関投資家

情報開示

統合報告書、
官公庁への
報告書類など

サステナブル経営

施策

第三者保証機関

分析・改善

近年、気候変動を始め、深刻化する環境問題への対応などについて、各国政府や機関投資家が企業に対
して情報開示を求める動きが強まっています。また、人的資本等への関心も高まっています。
この要請に企業が応える際、広範なESG(環境・社会・ガバナンス)に関わるデータの収集に多くの人手と時間
がかかることが課題となっています。

背景

特⻑② ノンカスタマイズでユーザー自身でデータ定義可能

データ収集の効率化

特⻑④ 柔軟なデータ組み換え
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ESGマネジメントプロセス

収集するESGデータの収集依頼先部門が多く、データ収集・整理だけで多くの⼯数がかかる。

社外の要請に応じたデータの収集にあたり、システム改修費⽤がかさんでいる。

データ項目や組織の変更に伴い、データの組み換えに手間がかかっている。

ESGマネジメントサポートサービス(ESG-MSS)お問い合わせ先
株式会社⽇⽴製作所 ⾦融システム営業統括本部
〒100-8220 東京都千代田区丸の内一丁目6番1号
お問い合わせフォーム︓https://www.hitachi.co.jp/finance-inq/
Webサイト︓https://www.hitachi.co.jp/esg-mss/

名称 価格 提供開始⽇
「ESGマネジメントサポートサービス(ESG-MSS)」 個別⾒積 2023年1月

価格および提供開始時期

2022.9.12

こんなお客さまにおすすめします


